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　福井県の原子力発電所でもし事故が起きた
場合、篠山市にもその影響が及ぶ恐れがあり
ます。ここでは、守田敏也さんによるコラムや、
市の取り組みについて、その影響や放射能の
こと、災害にどう備えるかをテーマに3回に
分けて紹介します。
※原子力発電所の是非を問うものではありま
せん。
問い合わせ　市民安全課☎552‐ 1116

　放射能とは、放射線という人体などに影
響を与えるものを放射状に出す物質のことで
す。懐中電灯に例えると、本体が放射能、光
が放射線ですが、放射線は光と違い少しの量
でも身体に悪い影響を与え、多くの量では死
をもたらすこともあります。そのため、放射
線に当たらないことが大切です。放射線に当
たることを「被ばく」といい、身体の外側から
放射線に当たる「外部被ばく」と、放射能を呼
吸や飲食などで身体の中に入れてしまい、身
体の内側から当たる「内部被ばく」に分けられ
ます。
　放射能はとても小さく見えませんが、何億
も集まってガスや粒となっています。原発の
中の核分裂でたくさん作られますが、事故な
どで施設に封じ込めることができなければ、
風に乗り放射能の雲となって遠くまで運ばれ
てしまいます。
　数多くの種類の放射能がありますが、　現
在私たちが対応できるのは、放射性ヨウ素だ
けです。放射性ヨウ素は、呼吸や飲食により
体内に吸収されると、のどの甲状腺に蓄積さ
れ、がんなどの病気の原因となる可能性があ
ります。これをできる限り防ぐには「安定ヨウ
素剤」という薬をあらかじめ服用し、甲状腺
を安定ヨウ素で満たすことが効果的です。た
だし、安定ヨウ素剤の効果は24時間ですので、
市からの服用の指示があってから飲むことが

重要です。
　服用量は、3歳以上13歳未満は丸剤を1丸、
13歳以上は2丸です。多く飲んでも効果は変
わりません。服用回数は1回のみです。
　安定ヨウ素剤は比較的安全な薬ですが、ご
くまれに副作用により発疹や下痢、嘔吐など
が見られることもあります。ヨウ素過敏症、
甲状腺の病気や腎臓に病気がある方は服用に
注意が必要です。念のため主治医に相談して
ください。
　篠山市では、原子力発電所の事故に備え、
平成26年3月に安定ヨウ素剤を県下で初めて
備蓄し、緊急時には職員が各自治会に持って
行き配布することとなっています。また、原
子力発電所に事故が起こった場合の対応方法
や安定ヨウ素剤についての学習会を各自治会
で開催していますので、参加して正しい知識
を身につけておくことが重要です。
　いずれにしても、原発事故が起こるとさま
ざまな種類の放射能のガスや粒による雲が飛
んできて、放射線を出すのですから、雲が届
く可能性のある地域では放射能雲が到達する
前に「とっとと逃げる」ことが大切です。

第2回　「放射能と安定ヨウ素剤」

ポイント
〇外側から放射線に当たる「外部被ばく」と、
体内に取り込む「内部被ばく」がある

〇放射性ヨウ素による内部被ばくを避けるに
は「安定ヨウ素剤」の服用が効果的
〇安定ヨウ素剤の服用とあわせて、避難す
ることが大切

篠山市の取り組み（原子力防災住民学習）

　万が一の原子力発電所の事故に備え、安定ヨウ素剤5万人分を備蓄
しています。また、原子力発電所の事故や安定ヨウ素剤についての学
習会を12月末までに97の自治会で開催しました。3月末までには全体
の半数以上の自治会で開催される予定です。ぜひ多くの自治会で取り
組んでいただきたいと思いますので、詳しくはお問い合わせください。

コラム執筆者
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力災害対策
検討委員
守
もり

田
た

敏
とし

也
や

さん

原
発
事
故
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

防
災
コ
ラ
ム
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問い合わせ
神戸大学篠山フィールドステーション　☎ 506-2366
企画課篠山に住もう帰ろう室 ☎552-5106

六甲篠山でんしょばと

■丹波地域大学連携フォーラムに参加しました
　「丹波地域大学連携フォー
ラム」が開催され、篠山市と
丹波市で活動する学生団体が
それぞれの取り組みを発表
し、今後の地域との関わり方
を考えました。神戸大学から
は「ささやまファン倶楽部」と

「はたもり」の2団体が発表。学生を受け入れていただいて
いる地元の方々も駆けつけてくださり、発表を見守ってく
ださいました。フォーラムには他の大学の生徒や先生、高
校生も参加され、お互いに親睦も深まりました。
　休憩時間には毎年恒例の大学連携スイーツが提供されま
した。今年は干し柿を使ったケーキ（日置のささらい・藤

ふじ

岡
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夫
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さん製作）でしたが（写真右上）、スイーツを食べた学生
たちの顔はほころんでいました。

■大芋地区の水車の取組みをPR　
　先日、地域おこし協力隊の瀬戸隊員と長
井隊員が兵庫県主催の「ひょうごふるさと
環境フォーラム2014」に参加し、大芋地区
でのマイクロ水力発電の取り組みを報告し
ました。
　当日は地域で制作したホイール水車も展
示し、多くの方に注目していただきました。
ホイール水車を使った発電は不便ですが、
そうした手間を楽しむ「遊び心」のある地域
づくりを目指しています。
　大芋地区の取り組
みを通して、水車発
電の新たな可能性を
全国に発信できれば
と思っています。

問い合わせ　篠山PTCAフォーラム実行委員会事務局（社会教育・文化財課内）☎552-5769

と  き

ところ

2月11日(水･祝)
13:00～16:10（受付12:30～）
四季の森生涯学習センター

内  容
オープニング　くろくろくろまめーず・デカンショプチ娘
啓発劇　「スマートフォンを考える」　劇団　安心アプリーズ
実践発表「城北畑のチャレンジ」　夏休み広場実行委員会
講　演　「親から子への贈り物～生まれて来てくれてありがとう～」
　　　　加
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ゆう子さん(西宮市立夙川小学校主幹教諭)

育てよう　ふるさとを愛し　輝く笑顔の　子どもたち
～ 学校・家庭・地域が一体となって ～

子どもたちの育成
について、ともに
考えませんか？ 篠山PTCAフォーラム

地域の皆さんの積極的なご参加をお待ちしています。
※PTCAとは、家庭（Ｐ）、学校（Ｔ）、地域（Ｃ）、が一体となって、
　子どもたちの教育や学校の教育活動を支援する体制のことです。

託児あり
※申し込み要。


